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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 254,317 2.7 14,007 △5.1 13,882 △14.5 9,160 △12.6

2019年3月期第2四半期 247,541 6.8 14,765 15.4 16,234 18.3 10,478 28.7

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　6,572百万円 （△46.9％） 2019年3月期第2四半期　　12,384百万円 （△2.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 100.39 ―

2019年3月期第2四半期 114.84 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 389,378 244,667 59.6

2019年3月期 387,556 241,435 59.0

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 232,167百万円 2019年3月期 228,834百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 32.00 ― 32.00 64.00

2020年3月期 ― 32.00

2020年3月期（予想） ― 32.00 64.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 510,000 0.5 28,000 △5.5 29,000 △3.7 20,500 13.3 224.66

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 94,234,171 株 2019年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 2,984,413 株 2019年3月期 2,984,323 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 91,249,810 株 2019年3月期2Q 91,249,936 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は254,317百万円と、前年同四半期に比べ6,776百

万円(2.7%)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は14,007百万円と、前年同四半期に比べ758

百万円(△5.1%)の減益となりました。連結経常利益は13,882百万円と、前年同四半期に比べ2,352百万円(△14.5%)

の減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は9,160百万円と、前年同四半期に比べ1,318百万円

(△12.6%)の減益となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

 客先生産台数の増加や新型車種への拡販などにより、売上高は155,246百万円と、前年同四半期に比べ10,805百

万円(7.5%)の増収となりました。営業利益は、売上高の増加や合理化努力などにより5,370百万円と、前年同四半

期に比べ1,965百万円(57.7%)の増益となりました。

 

（北米）

 米国における収益認識基準が変更になったことなどにより、売上高は51,893百万円と、前年同四半期に比べ

1,950百万円(△3.6%)の減収となりました。営業利益は、売価変動の影響などにより576百万円と、前年同四半期に

比べ892百万円(△60.7%)の減益となりました。 

 

（アジア） 

 タイやインドでの客先生産台数の減少などにより、売上高は67,984百万円と、前年同四半期に比べ141百万円

(△0.2%)の減収となりました。営業利益は、売上高の減少や売価変動の影響、生産準備費用の増加などにより

7,145百万円と、前年同四半期に比べ1,648百万円(△18.7%)の減益となりました。

 

（その他）

 売上高は15,394百万円と、前年同四半期に比べ240百万円(△1.5%)の減収となりました。営業利益は、863百万円

と、前年同四半期に比べ54百万円(△5.9%)の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に現金及び投資有価証券の増加により389,378百万円と、前連結会

計年度末に比べ、1,822百万円増加いたしました。負債は賞与引当金の取り崩しなどにより144,710百万円と、前連

結会計年度末に比べ、1,411百万円減少いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によ

る利益剰余金の増加により244,667百万円と、前連結会計年度末に比べ、3,232百万円増加いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年７月30日発表の連結業績予想から変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 60,698 66,716 

受取手形及び売掛金 65,608 62,818 

電子記録債権 15,861 13,384 

有価証券 11,606 3,402 

商品及び製品 15,933 15,315 

仕掛品 22,536 22,076 

原材料及び貯蔵品 6,723 6,819 

その他 11,355 10,820 

貸倒引当金 △58 △56 

流動資産合計 210,265 201,296 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 35,307 33,928 

機械装置及び運搬具（純額） 33,336 33,974 

その他（純額） 30,303 31,674 

有形固定資産合計 98,947 99,576 

無形固定資産 2,269 2,072 

投資その他の資産    

投資有価証券 29,901 39,460 

その他 46,285 47,078 

貸倒引当金 △112 △106 

投資その他の資産合計 76,074 86,433 

固定資産合計 177,291 188,081 

資産合計 387,556 389,378 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 41,247 41,073 

電子記録債務 10,982 10,331 

短期借入金 297 － 

未払法人税等 3,243 4,357 

賞与引当金 8,756 7,864 

製品保証引当金 10,105 10,258 

その他の引当金 283 144 

その他 34,464 33,304 

流動負債合計 109,381 107,335 

固定負債    

社債 10,000 10,000 

役員退職慰労引当金 343 285 

退職給付に係る負債 25,054 25,412 

資産除去債務 121 121 

その他 1,219 1,554 

固定負債合計 36,739 37,375 

負債合計 146,121 144,710 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,864 25,864 

利益剰余金 181,796 188,036 

自己株式 △5,369 △5,369 

株主資本合計 225,147 231,387 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,889 3,433 

為替換算調整勘定 △279 △3,561 

退職給付に係る調整累計額 1,077 907 

その他の包括利益累計額合計 3,687 779 

非支配株主持分 12,600 12,500 

純資産合計 241,435 244,667 

負債純資産合計 387,556 389,378 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 247,541 254,317 

売上原価 212,288 219,773 

売上総利益 35,253 34,543 

販売費及び一般管理費 20,488 20,536 

営業利益 14,765 14,007 

営業外収益    

受取利息 242 270 

受取配当金 229 229 

持分法による投資利益 311 36 

為替差益 459 － 

その他 302 379 

営業外収益合計 1,546 916 

営業外費用    

支払利息 37 29 

為替差損 － 979 

その他 39 31 

営業外費用合計 77 1,040 

経常利益 16,234 13,882 

税金等調整前四半期純利益 16,234 13,882 

法人税等 5,188 4,174 

四半期純利益 11,045 9,708 

非支配株主に帰属する四半期純利益 566 548 

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,478 9,160 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 11,045 9,708 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 332 546 

為替換算調整勘定 1,426 △3,463 

退職給付に係る調整額 △367 △172 

持分法適用会社に対する持分相当額 △52 △47 

その他の包括利益合計 1,339 △3,136 

四半期包括利益 12,384 6,572 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 11,658 6,252 

非支配株主に係る四半期包括利益 726 319 

 

- 6 -

㈱東海理化(6995)　2020年3月期　第2四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計方針の変更）

（１）「リース」（IFRS第16号） 

 国際財務報告基準を適用する在外連結子会社において、IFRS第16号「リース」（2016年１月13日）を、第１四

半期連結会計期間より適用しております。 

 当会計基準の適用によりリースの借手は、原則としてすべてのリースについて資産及び負債を認識すること等

を要求されており、適用にあたっては遡及修正による累積的影響額を適用開始日時点で認識する方法に従ってお

ります。 

 これによる当第２四半期連結会計期間末日の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

（２）「顧客との契約から生じる収益」（ASU第2014-09号）

 米国会計基準を適用する在外連結子会社において、ASU第2014-09号「顧客との契約から生じる収益」(2014年

５月28日)を、第１四半期連結会計期間より適用しております。

 当会計基準の適用により、約束した財又はサービスが顧客に移転された時点で、当該財又はサービスと交換に

権利を得ると見込む対価を反映した金額で、収益を認識することが求められております。

 当会計基準の適用による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は以下のとおりであり

ます。

 買戻し契約に該当する有償支給取引について、第１四半期連結会計期間より加工代相当額のみを純額で収益と

して表示しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が957百万円減少しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日  至 2018年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 118,256 53,665 60,123 232,044 15,497 247,541 - 247,541 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

26,185 178 8,002 34,365 137 34,503 △34,503 - 

計 144,441 53,843 68,125 266,410 15,634 282,045 △34,503 247,541 

セグメント利益 3,405 1,468 8,793 13,667 917 14,584 180 14,765 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額180百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日  至 2019年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 129,436 51,591 58,035 239,063 15,253 254,317 - 254,317 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

25,809 302 9,948 36,060 140 36,201 △36,201 - 

計 155,246 51,893 67,984 275,124 15,394 290,518 △36,201 254,317 

セグメント利益 5,370 576 7,145 13,092 863 13,956 50 14,007 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額50百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  ４ （会計方針の変更）に記載のとおり第１四半期連結会計期間より「顧客との契約から生じる収益」

（ASU第2014-09号）を適用しております。 

    この結果、従来の方法によった場合と比べて、北米の売上高は、957百万円減少しております。
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